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2013-3 

実施校 

実施科目：土曜理数系プログラム「環境」  （45分×2コマ） 

継続的な環境教育カリキュラムの開発及び実践 

～ライフサイクル思考を導入した環境教育の実践報告～ 

○北村祐介*1)、郷なおこ*1)、○堀口 健2)、水野建樹3)、伊坪徳宏2)  

1) LCT・LCAを用いた環境教育促進団体-elsa-， 2) 東京都市大学， 3) 未踏科学技術協会 

*elsa.lca2010@gmail.com 

実施科目：土曜理数プログラム「環境」 全１５回（各回４５分×２コマ）  

「環境問題全般」の現状を理解する。 

 導入、地球温暖化、気候変動、生物多様性、食料問題、ごみ問題、貧困問題、
幸福感、など各項目について講義、グループワークと発表を行う。 

①実施学年：中学１年生（講義１～５）  

②実施学年：中学２年生（講義６～１５） 

 「LCA*」を通じて製品・サービスにおけるライフサイクル全体の環境負荷低減
を考慮する「LCT*」の考え方を養い、意思決定の材料とする。 

*LCA: Life Cycle Assessment 

*LCT： Life Cycle Thinking 

ライフサイクル全体を考慮した意思決定をする。 

 「LCT・LCAを用いた環境教育促進団体-elsa-」（以下、本プロジェクト）は、東京都市大学等々力中学校・高等学校のカリキュラムにおいて2010年より中学生全学年を対象に実施されている 

土曜理数系プログラムの一環として環境教育プログラムを継続的に実施しており、今年で3年目を迎えた。同校の協力の下、プログラムで用いている環境教育の教材の開発をはじめ、 

それを用いた授業を実施している。本プロジェクトの教材の特徴は、ライフサイクル思考を導入していることであり、全国的に実践例が少ないと考えられる。本稿では、初期のプログラムから 

現在に至るまでの経緯を含め、プログラム構成とその内容について、実際の授業内容の一部を紹介する。 

 本プログラムの受講により少なからず生徒たちに環
境問題について考える機会となったと言えると考えて
いる。メディアで盛んに取り上げられる環境問題以外
にも考慮すべき環境問題があることに「気づき」、また
身近な事象と「知る」機会を与えることができた。 

 また、身近な製品・サービスで環境負荷を考えるこ
とで、普段、目にする機会の多い「使用ステージ」以
外に複数の環境負荷があることに「気づき」、自分た
ちにもできることを模索する思考を体験した。 

 最後に、企業の環境対策について調査・発表するこ
とを通じて、複数の環境問題を緩和していくため、自
分たちと企業で協調していく術を考える「きっかけ」を
与えることができたと言える。 

 本プログラムを既に受講を終えた生徒もいるため、
彼らからのフィードバックを得ながら、教材やカリ
キュラムの更新を図っていきたい。環境問題への関
心は世界的にも高まる一方であり、議論の進展が
速いことも事実である。一般教養の一環として環境
問題に関する知識や関心を養っておくことは、将来
的に大いに役に立つと考える。そうしたことから、教
材に最新の時事的な話題を盛り込むなどの工夫を
重ねていきたい。 

 

 

 

 

1.はじめに 

2.プログラム内容 

3.アンケート調査 

4.考察・結論 5.今後の展望 

これまでに、436名が受講、4期生も継続予定。 

（１期生：１１９名/２期生：１５２名/３期生：１６５名） 

プログラム実施例 

講義 講義の主題 内容 

1 
クイズ大会 

 
環境問題に関するクイズを出題し、興味・関心を喚起する。 

2 
気候変動と地球温暖化 

 
気候変動の仕組みと地球温暖化による影響を解説する。 

3 
生物多様性 

 
生物多様性や生態系の重要性を説明し、現状の状況を解説する。 

4 
食料問題とごみ問題 

 
食料の需給の現状と廃棄物の増加とその施策について解説する。 

5 
貧困問題と幸福感 

 
貧困問題ならびに所得の増加と幸福感の関係について解説する。 

6 
ライフサイクル思考で考える 

～携帯電話～ 
携帯電話のライフサイクルを事例に「ライフサイクル思考」の概念とそれによる利点を説明する。 

7 
ライフサイクル思考で考える 

～給食～ 
第6講と同様に、給食を対象に環境負荷を概観する。 

8 
ライフサイクル思考で考える 

～ペットボトル～ 
第6講と同様に、ペットボトルを対象に環境負荷を概観する。 

9 
2年間のまとめ 

 
第8講までに説明したことを復習する。 

10 
調査学習：動物園 

 
近隣の動物園を訪ね生物多様性や生態系について理解を深める。 

11 
発表課題：準備① 

 
PowerPointを使った発表スライドの作成方法の講義と実習を行う。 

12 
調査学習：江戸東京博物館 

 
江戸東京博物館を見学し、暮らしと環境負荷を考察する。 

13 
発表課題：準備② 

 
第11講に続き、発表スライドの作成のための情報収集と整理を行う。 

14 
発表課題：準備③ 

 
第13講に続き、発表スライドの作成のための情報収集と整理を行う。 

15 
発表課題：発表会 

 

第14講までに作成したPowerPointのスライドを使って、いくつかの業種の企業に対する環境配
慮の提言を行う。 

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

気候変動 地球温暖化 生物多様性 食糧問題 ごみ問題 貧困問題 その他

回
答
件
数
（
件
）

これまでの興味・関心 これから学びたい内容

 受講生の当初の環境問題への関心は、
地球温暖化といったメディアで盛んに取り
上げられる問題への関心が高い傾向が見
られる。 

 一方で受講をきっかけに生物多様性・食
料問題・貧困問題といったカテゴリへの興
味もやや高まっていることが分かった。 

■質問内容：環境負荷が相対的に低い製品と高い製品を
示し、どちらを買いたいかを選択してもらった。  

■回答結果：授業後は、授業前に比べて、環境配慮製品
の購入を選択する人の割合が多くなった。 

アンケート① 

アンケート② 

■質問内容：製品選択の際に、環境表示とその他の側面
のどちらを重視するか。 

■回答結果：授業後は、授業前に比べて、環境表示が付
いた製品を選択する人の割合が多くなった。 

■質問内容：製品の環境負荷をライフサイクル思考で
考える必要性を選択してもらった。 

■回答結果：授業後の方が、授業前に比べて、ライフ
サイクル思考が必要であると回答する人の割合が高く
なった。 

アンケート④ 

■質問内容：授業で取り上げたキーワードの意味を問うた。 

■回答結果：授業後は、授業前に比べて、正答の人の割合が高くなった。 

アンケート③ 

アンケート⑤ 


